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(l） 解 zの描く図形 ② に つ い て 、

12--alは点zと点〆のキュリを表す！ 12-1=1Z-B t i l
→ 数学が持講 では 1=Iz-（B-川 より、
複素数平面図形への応用② 解 z全体が表す図形は

点 0と点 B- iを結んだ線分の
① について 垂直二等分線である。（これを lとする）
Z I = 4 に12=4

I m 八
⇐〉 に 1 = 2 より、

鰕全体が
表す図形
は原
点........|
半径2の円である。（これをCとする）
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に） 複素数平面のアプローチ に i！！より、複
素数平面上で、

→ 式一一でいくのか、図形1一一でいくのか、 点上っでは円

"

飛新聞

##

！って

複素数のままいくのか.atb i など非𦥯おいて実数
で-_-考える

# #

𦁠

・ベクトル
C '

t
RQの複素数を
求めたい！

☆ 数学が持講
TEQP
EI

Re
- 2 i i . is複素数平面・式の処理②が座

標
- 2 ' Q

今回はい）の誘導もあるし、図形で 上図のように、Cと lは2点で交わり、

考沘な
咽形で
都匀 点B-iをA，0Aの中点をM、ラ ク な こ と も 多 い . -

Cと lの交点をP.Qとする。
考え方の幾何的に

ー ー
ここで、OP=0が2，0M=1より、
N o n - s t a t e と な る 。



た だ の 円と直線の交点
（ や l を xは平面で考えると、
C : X2+y2=4i i i . ：. ||l: y+I=s(x-E3） ←E，-i）を通り傾きが Bby= B x - 2
なので、 これらの交点を求めると、よって、 P.Qが表す複素数は
×2+（B x-2）2= 42（cos300+isin300）=B+i
4×2- 4 S X = 0

2（ws（-90）+ i s
in（-90°1）

#

m y x(x-B）=0
と求められる。 X = 0 . B より、

交点は （X.y）=（0，-2）（B,I）考え方② 座標平面で
ー ー ☆ yを求めるときには f = B x - 2 に代入！！
① が思いつかなくても大丈夫！ （良問1A21310/100）



よって求める複素数は 4">0より、w"が負の実数となる
-2で、8 t i . o r g となる。 ためのnの必要十分条件は、

（3） W = -2i(B+i） /cos（がた）<o...D ←実部が負
= 2 - 2 B i |sin（がた）=0. 「虚部が0
=4（as（-E）+isin（-ED より. である。1立式！ギロンできる形になった

複素数のn乗は ここだけ！、

"

.
率だ"

極形式で！ 具体化で一
瓯、？？''○

"

，☆ 数学が持講

複素
数平
面式
俳句

- f t = kた （kは奇数） と

→ 負の実数になるのは、？

の

$

を満たす 7 の条件は

w"=ド（wsした）+isin（が功 表せること。つまり、 ある奇数kを用いて
n = - 3 K と表せることである .TT
※に 3k i tok .TK


